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　]^的　m民装着調査成頑に^ 1と栗養状態i3 m 民生浦水準の向エ，菜養改善推進の廸果

第しく改薯さ武t ^ t心健康面l喊ん■mの慢性疾患・青年す子の煮血ボ増加崎向にあ

§ こい指摘いいI . 打こ昭和如年改也の日本んの栗養所乖量の解説に淘人寸子体^ば

|印7歳に比しt 20城代が低,叫ど開題県,ぶあヅりレ几? V) 3。t こz-沁rいふ-f斗す^の

食物摂取家態を把握い伶t- 蒙養状うひ^皿勤;ついI調査火測りわたの板告'^お

　方法　時期･･ 昭和^＼年|りづ豺口紅年6月　灯象：本掌食物学研学住ま2名　1 ｡停位測^

2漕物摂収量調査；才目a 和a連続6 日間(1回) , す2 IS平日漣脆3 日間( 6 幻

3.血白n状簾査；全血比重・ヘマI- :;
　薙果　1斗ｲf. オい互の俸ぞ，四I lりぶり減ケレI I) 3者バヨバ, わリレI iり渇ば佃

か但い年間りn舛'/c の者･こ伴重の減少が片う帆仁，身凌づ手"?ヵヽり甲価μおrこ。

2､飽摂収量：才I 回<n栄冬収ｼE と同年冷刀所掌遭t a:程t 3とよコりバこもの17 , たA一白

噴・じタ＼ンA , 6,, tl:'^えしひ）るものぼ力)レシウＡ･衰･ じ｀9きンgj.ヽヽみ3，エネ

ルかに率1^ , r:心白笥ﾉ3%' ,･脂質31-'/, 糖價出に勅にい鵬μ･力3. 3,血汝汀涙：

ﾄib濃^ ,2未満（使副ｽﾞ鯵と瞎琵）の群(2) と吻濃度･2以よ,ばわの群⑧とにわけ乙必）/］

級接着卒体の23ズで力5 . 斗.皿ﾉ王･■最高無圧汁^’/3fjio鴫・最低血ﾉl呻2叫で tiI。

ぎふ浚性机いう藍養状渇^ 汁ろと｡の,J餅fﾉ7ト/Cよ，勧れし応銘か⑧＼J黎量iﾀ砧cd, 勤た

んiいば?’あl．
　り準の食物摂取吠% が賢酒ぴ者は血浚忖状む剰しい状鮨?･あ3．

A－31　凛生地ヒ健募にmi ? 痢査､草/ 報）一青年刻（^ ±）男その場合一一

　　　禍ムヤ£女矩八　　〇奥･・清芙　猫木雅子

　8 的　責年刈(厚生タの簾4. 冶I-1

食生循,^，雇品素｡口物使同和-s ふμ f/feゐ心乙淮，^ シスタント^あり哨更ヒ大-*i停，

なtヽ･により，升字にゆヵヽ･｀められフリ^．こう(八守I･' の青坪利男かの准生冶を瓜極L . 双

巷・が向性rヽir)資升と市i にめに調盧をおい^ ， μのr參告すI 。

　^ 貳　妬加&ｺ呼6同，福あ今内／)摩生，恥か7卯烏を対象とし晨良治ピ洸秉に酬しz ,

質嘆綸偉i- }･ ')調i-t 和I 々つに。内蕩ほ，准知名に闇市3 10 のヶエ･ヽソク^り川ヽt 1“

ま｡としX , 謀.ii､I ねこいか｡?μ)X i:.t ^ 合着潅，にぶ/凍,呻'^t r もう少い，6吋，

以T t r 不合鵬・j seし, この漿液水素,と俸喬，外凛，准和S載'fと･ヽの閥佩i. 男登別リtJ

帆脹絆しに。

　肺象R如き,以上,の'‘老松淮。n男3- て｀1^わI-0ヽ? 拓i｀，女* ・ヽ･TJ≪ど%^ヽ‘あ，た，ま'v

　　　　　iにヽ}ﾒT-の｢不老将老，K ７･･てa , 男子で(> 加外･■- もまI t ヽ･た。

　　　　＠捧穏ヒ味晨疼点,め閑ii.t み3 k男女ともに聯関･3μい

　　　　^外尊考■c尿Jk疼^-､1' -7、> で。，男々!■ も{;餉屯V准～ヽい. 3 もの，こ(a『合祭場

　　　　　らjヵ々ヽ･が"，外准危I- a ^ 不老梅歯』か多くみりK に　まr-^、？・ ■§(- フリ?
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